
Ｋ
Ｏ
き
ざ
は
し
金
陵
Ｍ

欣喜堂二
〇
〇
五
年
八
月
、Ｊ
Ｒ
安
土
駅
に
降
り
立
つ
と
、
す
ぐ
に
駅
前
の
安
土
観
光
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
「
ふ
か
お
」
か
ら
声
が
か
か
っ
た
。
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
勧
め
ら
れ
た
。
サ

イ
ク
リ
ン
グ
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
資
料
に
マ
ー
カ
ー
で
印
を
つ
け
な
が
ら
、
案
内
し
て
く

れ
た
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、
こ
の
コ
ー
ス
に
従
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
は
じ
め
て
電

動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
に
乗
っ
た
が
、
こ
れ
は
い
い
。
ぐ
ん
ぐ
ん
進
む
。
ま
ず
、
め
ざ
し
た

の
は
安
土
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
跡
で
あ
る
。
数
分
で
到
着
し
た
。

イ
エ
ズ
ス
会
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
日
本
人
の
司
祭
・
修
道
士
を
育
成
す
る
こ
と

が
日
本
布
教
の
成
功
の
鍵
を
握
る
と
み
て
い
た
。
宣
教
師
に
対
し
て
好
意
的
で
あ
っ
た
織

田
信
長
の
許
し
を
得
て
、
安
土
城
下
に
神
学
校
・
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
た
め
の
土
地
を
譲
り
受

け
た
。
一
五
八
〇
年
、
宣
教
師
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
に
よ
っ
て
日
本
最
初
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

が
建
て
ら
れ
た
。
安
土
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
は
、
安
土
城
炎
上
の
際
に
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

現
在
は
そ
の
跡
地
の
一
部
が
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
公
園
の

入
り
口
に
は
「
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
趾
」
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

百
々
橋
を
渡
り
、
右
へ
曲
が
っ
て
大
手
道
休
憩
所
へ
向
か
う
。
こ
こ
で
自
転
車
を
置
き
、

石
段
を
登
る
こ
と
に
す
る
。
大
手
道
だ
。
表
玄
関
に
当
た
る
の
が
大
手
門
跡
で
あ
る
。
大

手
門
の
東
側
に
東
虎
口
、
西
側
に
は
西
虎
口
と
枡
形
虎
口
が
あ
っ
た
。
城
の
正
面
に
四
つ

の
門
が
あ
る
の
は
当
時
の
城
郭
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ス
ケ
ー
ル
だ
そ
う
だ
。

大
手
道
は
、
大
手
門
か
ら
天
主
・
本
丸
に
至
る
大
通
り
で
あ
る
。
大
手
門
か
ら
山
腹
ま
で

約
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
直
線
的
に
延
び
て
い
る
。
道
幅
は
約
六
メ
ー
ト
ル
。
そ

の
両
側
に
幅
一
メ
ー
ト
ル
の
石
敷
側
溝
が
あ
り
、
そ
の
外
側
に
は
高
い
石
塁
が
築
か
れ
て

い
る
。
道
の
左
側
は
伝
羽
柴
秀
吉
邸
跡
、
道
の
右
側
に
は
伝
前
田
利
家
邸
跡
で
あ
る
。


